
　

早
朝
に
窓
を
開
け
る
と
秋
ら
し
い
風
が
吹
き
込
ん
で
き
ま
し
た
。

犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
人
が
一
人
、
二
人
・
・
・
。
遠
く
赤
城
や
榛
名
、
妙
義
の
山
々
、

そ
し
て
空
を
見
上
げ
る
と
秋
の
気
配
を
感
じ
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
降
水
量
の
変
化
に
伴
う
洪
水
や
土
砂
災
害
、
ア
メ
リ
カ
西
部
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
発
生
し
て
い
る
森
林
火
災
、
地
震
や
火
山
活
動
に
よ
る
災
害
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
再
び
広
が
る
状
況
下
で
経
済
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
は
大
き
な
問
題
で
す
。

　
「
美
術
手
帖
」
の
最
新
刊
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
考
え
る
ポ
ス
ト
資
本
主
義
と
ア
ー
ト
で

は
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
資
本
主
義
世
界
と
ア
ー
ト
の
関
係
性
に

つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
贈
与
と
し
て
の
美
術
」
の
著
者
で
前
橋
在
住
の
美
術
家
、

白
川
昌
生
氏
と
思
想
史
家
、
政
治
学
者
の
白
井
聡
氏
が
「
贈
与
」
か
ら
考
え
る
美
術
と
社

会
と
い
う
テ
ー
マ
で
対
談
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
展
覧
会
や
音
楽
会
や
演
劇

な
ど
が
中
止
に
な
り
、
ま
た
延
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
期
の
自
粛
生
活
を
強
い
ら
れ
、
会
議
も
リ
モ
ー
ト
で
、
日
常
生
活
で
は
手
指
の
消
毒
、

マ
ス
ク
使
用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
。
行
動
範
囲
も
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
の
よ
う
な
社
会
に
戻
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
悲
観
的
な
意
見
を
聞
き
ま
す
が
、
一
方
で

は
新
し
い
社
会
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
で
行
動
を
お
こ
し
て
い
る
人
々

も
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
知
人
の
個
展
、
県
立
美
術
館
で
の
「
佐
賀
町
エ
キ
ジ
ビ
ッ
ト
・
ス
ペ
ー
ス

一
九
八
三
―
二
〇
〇
〇
」、
高
崎
市
美
術
館
「
４
つ
の
革
命　

オ
ー
ブ
リ
ー
・
ビ
ア
ズ
リ

ー
か
ら
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
ま
で
」、
ハ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ア
ー
ク
の
「
き
ぼ
う
の

か
た
ち　

原
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
見
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
美
術
館
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
は
徹
底
し
て
い
ま
す
。
運
営
の
厳
し
さ
は
当
然
で
し
ょ
う

が
、
社
会
全
体
が
苦
し
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
作
品
と
の
出
合
い

と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
で
す
。
制
限
は
あ
る
も
の
の
新
し
い
社
会
空
間
、

生
活
空
間
に
対
応
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
冬
に
む
か
っ
て
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
準
備
も
今
の
う
ち
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

併
せ
て
健
康
診
断
な
ど
体
調
の
管
理
も
忘
れ
ず
に
。

天
候
不
順
で
野
菜
の
値
段
も
高
く
、
家
計
の
や
り
く
り
も
大
変
で
す
が
、
調
理
技
術
を
考

え
て
無
駄
の
で
な
い
食
材
利
用
を
・
・
・
・
。
な
か
な
か
手
間
暇
が
か
か
る
こ
と
で
す
が
、

料
理
も
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
考
え
方
を
変
え
れ
ば
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く

前
向
き
に
。　
　
　
　

                                             　
　
（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）
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ノ
イ
エ
ス
近
況

ノ
イ
エ
ス
朝
日
に
来
廊
さ
れ
る
方
の
中
に
は
畑
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方

も
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
も
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
キ
ュ
ウ
リ
や
茄
子
、
ゴ

ー
ヤ
や
葱
な
ど
を
い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
。

子
供
た
ち
と
草
刈
り
を
し
た
り
、
苗
を
植
え
た
り
、
収
穫
を
し
た
り
、

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
野
菜
の
苗
を
植
え
、
育
て
て
い
る
方
も
・
・
・
。

今
年
は
天
候
不
順
が
続
い
た
の
で
野
菜
作
り
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

新
鮮
な
野
菜
は
、
夕
飯
の
一
品
と
し
て
シ
ン
プ
ル
な
料
理
で
テ
ー
ブ
ル

に
並
び
ま
す
。
素
材
の
良
さ
は
、
あ
ま
り
手
を
か
け
な
い
方
が
美
味
し

く
い
た
だ
け
ま
す
。

地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
子
供
や
高
齢
者
と
と
も
に
畑
仕
事
を
し
な

が
ら
環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
は
頭
が
さ
が
り
ま
す
。

　

ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
の
展
覧
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

予
防
策
と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
り
な
が
ら
多
く
の

方
々
に
来
廊
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

展
覧
会
を
し
て
い
る
作
家
と
、
来
廊
さ
れ
る
一
般
の
方
々
、
作
家
仲

間
や
詩
人
、
小
説
家
、
美
術
館
関
係
者
、
新
聞
記
者
・
・
・
。

展
覧
会
情
報
や
社
会
、
政
治
、
経
済
や
教
育
、
家
庭
生
活
と
幅
広
い
話

が
飛
び
か
い
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
も
良
い
け
れ
ど
、
や
は
り
対
面
が
良
い
と
。

新
し
い
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
不
安
は
あ
り
ま
す
。

新
し
い
世
代
の
新
し
い
生
き
方
。
新
し
い
生
活
シ
ス
テ
ム
。

そ
れ
に
、
ど
こ
ま
で
対
応
し
て
い
け
る
の
か
？

　

ふ
と
、
道
の
遠
く
に
輝
く
一
つ
の
温
か
な
光
が
見
え
ま
す
。

ド
ア
の
向
こ
う
側
に
は
楕
円
形
の
テ
ー
ブ
ル
に
画
家
た
ち
が
数
人
愉
快

に
酒
を
飲
み
、
歌
を
う
た
い
、
話
を
し
て
い
ま
す
。

ド
ア
を
開
け
る
と
皆
の
顔
が
こ
ち
ら
を
向
い
て
、
そ
の
輪
に
向
か
い
入

れ
て
く
れ
ま
す
。
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
心
地
よ
い
気
持
ち
で
過

ご
し
た
。
そ
ん
な
記
憶
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。

過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
懐
か
し
が
る
の
は
年
齢
を
重
ね
て
き
た
か
ら
な
の

か
・
・
・
と
も
思
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
社
会
の
中
で
一
つ
の
光
を
見
出

す
の
に
、
そ
の
時
の
空
気
感
は
今
の
時
代
で
も
十
分
に
人
の
心
の
救
い

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
社
会
に
な
っ
て
も
、
そ
ん
な
時
間
を
過
ご
せ
る
日
が
必
ず
来
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

　
　

日
時　
　

十
一
月
七
日
（
土
）
～
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分

　
　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

出
品
作
家

　

飯
出
袈
裟
市　
　

伊
藤
久
米
夫　
　

倉
田
辰
彦　
　

須
藤　

茂

　

高
田
年
三　
　
　

田
中
正
子　
　
　

毒
島
吉
一

丸
尾
康
弘
展　

            　
　
　

  

〈
企
画
〉　
　
　

上
杉
一
道
個
展                      

〈
企
画
〉

　
　

日
時　
　

十
月
十
日
（
土
）
～
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
四
時
終
了
）

　
　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

今
年
五
月
に
実
施
予
定
だ
っ
た
「
上
杉
一
道
個
展
」
が
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
の
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
十
一
月
に
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
常
、
歩
き
な
が
ら
見
る
風
景
や
庭
先
の
植
物
な
ど
を
キ
ャ
ン
バ

ス
に
描
き
な
が
ら
言
葉
が
生
ま
れ
て
く
る
・
・
・
洗
練
さ
れ
た
色
彩

の
中
か
ら
一
人
歩
く
人
物
や
、
数
人
で
会
話
を
し
て
い
る
人
々
の
姿

が
見
え
て
き
ま
す
。

力
強
い
線
と
、
柔
ら
か
い
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
線
が
次
の
動
き
に
つ
な
が

っ
て
周
囲
の
風
景
を
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

案
内
状
は
ノ
イ
エ
ス
に
あ
り
ま
す
が
、
郵
送
は
次
回
に
な
り
ま
す
。

＊
ノ
イ
エ
ス
朝
日
は
、
展
覧
会
会
期
以
外
は
休
廊
し
て
い
ま
す
。

　
　

日
時　

十
月
二
十
四
日
（
土
）
～
十
一
月
一
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
四
時
終
了
）

　
　

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

群
馬
作
家
展　

             　
　
　

 

〈
企
画
〉


